
　 市 の 人 口 と 世 帯　　79,927 人 ( 前 月 比 ▲ 56) 男 39,671 人　 女 40,256 人　 世 帯 数 29,273 世 帯 5 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 東京電力福島第１原発事故　
　 農畜産物 出荷停止・風評被害の損害賠償請求を   P5

● 平成 23 年度地籍調査事業 国府Ⅰ地区を調査        P6 

● 市民の代表 24 人決まる
　 石岡市議会議員一般選挙結果 投票率は 55.50％   P2

● みんなで防ごう 土砂災害　　　　　　　　　　   
　 ６月は土砂災害防止月間です　　　　　　　　　 P3

● 子ども手当は引き続き受給できます　　　　　　P4

　鹿と人物の埴輪は、西町古墳から
出土したものです。特に、鹿の埴輪は、
特有の斑

はんてん

点が浮き出ている優れた品
で、県指定有形文化財（考古資料）に
なっています。現在、どちらも中央公
民館に保管されています。

西町古墳出土の
　　　　　形象埴

は に わ

輪

　　　（柿　岡）
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石岡市議会議員一般選挙結果　投票率は 55.50％
　

平
成
23
年
４
月
30
日
任
期
満
了
に
伴
う
石

岡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
17
日
（
日
）
告

示
、
24
日
（
日
）
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
、
市
内
52
か
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行

わ
れ
、
午
後
７
時
か
ら
八
郷
総
合
支
所
会
議

室
で
開
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
平
成
22
年
第
１
回
定
例

会
で
「
石
岡
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ

れ
、
議
員
定
数
が
26
人
か
ら
24
人
に
な
っ
た

初
め
て
の
選
挙
で
し
た
。

　

開
票
の
結
果
、
24
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
５
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

４
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

投
票
状
況
と
候
補
者
別
の
確
定
得
票
数

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

候
補
者
名

得
票
数

当

鈴
木 

ゆ
き
お

２
０
４
０
・
２
３
４

当

高
野 

か
な
め

１
９
０
３

当

勝
村 

た
か
ゆ
き

１
８
７
０

当

山
本 

進

１
７
３
３

当

島
田 

ひ
さ
お

１
７
０
４

当

谷
田
川 

泰

１
６
０
５

当

と
く
ま
す 

ち
ひ
ろ

１
５
９
４

当

お
か
の 

た
か
男

１
５
３
９
・
４
９
２

当

い
け
だ 

正
文

１
４
６
３

当

つ
か
や 

重
市

１
４
４
６

当

ひ
し
ぬ
ま 

和
幸

１
４
４
６

当

玉
造 

よ
し
み

１
３
９
６

当

お
か
の 

孝
雄

１
３
２
０
・
３
８
３

当

関
口 

た
だ
お

１
３
１
６

当

い
そ
べ 

延
久

１
２
９
９

当

鈴
木 

よ
ね
ぞ
う

１
２
７
３
・
７
６
５

当

野
口 

の
ぶ
た
か

１
２
６
２

当

前
島 

も
り
ま
さ

１
２
０
０

当

小
松 

と
よ
ま
さ

１
１
０
６

当

関 

あ
き
ら

１
０
３
７
・
５
０
１

当

山
口 

あ
き
ら

１
０
３
０
・
４
９
８

当

村
上 

や
す
み
ち

　

９
７
３

当

岡
野 

さ
え

　

９
６
９
・
１
２
０

当

お
お
つ
き 

勝
男

　

９
４
９

村
山 

ゆ
た
か

　

９
１
０

川
村 

良
一

　

８
４
７

み
し
ろ 

直
良

　

４
８
４

●
確
定
得
票
数
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

●問い合わせ　石岡市選挙管理委員会
　　　　　　　総務課内 ☎ 23-1111（内線 255）▲開票状況（八郷総合支所会議室）

男 女 計

当日の有権者 32,144 人 33,061 人 65,205 人

投票人員 17,620 人 18,566 人 36,186 人

投票率 54.82％ 56.16％ 55.50％

●投票状況

市民の代表24人決まる
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※
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に

関
す
る
図
書
は
、
市
役
所 

総
務
課
、

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課
と
県
土
浦

土
木
事
務
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

図
面
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
県
土
木
部
河
川
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.pref.ibaraki/

bukyoku/doboku/01class/
class06/

○
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w

w.city.ishioka.lg.jp/

（「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」
→
「
く
ら
し
の

情
報
」
→
「
防
災
」
→
「
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
」）

　

市
内
の
49
か
所
が
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
の
指
定
（
平
成
22
年
３
月

８
日
茨
城
県
知
事
指
定
）
を
受
け
ま

し
た
。
今
後
、
区
域
ご
と
に
警
戒
体

制
や
避
難
計
画
を
作
成
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

な
お
、
指
定
を
受
け
て
い
な
い
区

域
で
も
、
が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
調
査
や

区
域
指
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
身
の
周

り
の
危
険
か
所
に
対
す
る
注
意
は
、

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

①
土
石
流
（
ど
せ
き
り
ゅ
う
）

　

★
「
山
鳴
り
」
と
い
っ
て
、
山
全
体
が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な

　
　

音
が
す
る
と
き

　

★
川
の
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
木
が
流
れ
て
き
た
と
き

　

★
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水
が
減
っ
て
い
る
と
き

②
地
す
べ
り
（
じ
す
べ
り
）

　

★
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
と
き

　

★
地
面
の
一
部
が
へ
こ
ん
だ
り
、
盛
り
上
が
っ
た
と
き

　

★
池
や
沼
の
水
の
量
が
、
急
に
変
わ
っ
た
と
き

　

★
井
戸
の
水
が
濁
っ
た
と
き

③
が
け
崩
れ
（
が
け
く
ず
れ
）

　

★
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
き
た
と
き

　

★
が
け
に
割
れ
目
が
で
き
た
と
き

　

★
が
け
か
ら
水
が
わ
き
出
て
き
た
と
き

●問い合わせ　総務課　☎ 23-1111（内線 255）

みんなで防ごう
土砂災害 ６月は、

土砂災害防止月間です

こんなときは、注意や避難を！

　

毎
年
６
月
は
、
土
砂
災
害
の
防
止

と
被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
土
砂

災
害
防
止
月
間
で
す
。

　

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
住

む
た
め
に
は
「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
と

持
つ
こ
と
や
、
行
政
や
地
域
住
民
ど

う
し
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
早
め

に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　「土砂災害警戒情報」は、大雨警報が発表され
た後、大雨による土砂災害発生の危険度が高まっ
たとき、県と水戸地方気象台が共同して発表する
情報です。
　市町村単位で、テレビやラジオで発表され、市
の防災活動や住民による自主避難の判断に利用さ
れます。
　大雨警報が出たときは、この情報に十分注意く
ださい。

土砂災害警戒情報に注意を

土砂災害警戒情報

　大雨によって、災害が起
こるおそれの注意を呼びか
ける

大 雨 注 意 報

　大雨によって、重大な災
害の起こるおそれの注意を
呼びかける

大 雨 警 報

　 地 震 に よ っ て
地 下 の 深 い と こ
ろ ま で 地 盤 が ゆ
るんでいます。
　これからの雨によって土砂災害が引き起こさ
れる危険があります。
　少しの雨でも、雨が降ったら今まで以上に警
戒することが必要です。

●大地震のあとに起きた土砂災害の例
　例えば、阪神淡路大震災のあと、大きく揺さ
ぶられた六甲山地では、700 か所以上で山腹
が崩れるなどの土砂災害が発生しました。そ
して、地震後の雨などで、崩壊地の数は 2,000
か所以上に増加しました。

地震のあとは
土砂災害に注意！

☂

HPHP



　

ほ
か
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が

少
な
い
若
年
層
（
20
～
30
歳
未
満
）

の
人
が
、
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
将
来
、
年
金

を
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
、
後
払
い
が
で
き

る
制
度
で
す
。

●
対
象
者
（
申
請
者
本
人
と
、
配
偶

者
が
所
得
審
査
の
対
象
）

①
前
年
所
得
が
少
な
い
人
（
所
得
の

め
や
す
は
表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

②
平
成
22
年
度
以
降
に
失
業
・
倒
産

な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
人

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
ら
、
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
納
付
猶
予
期
間
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料

を
追
納
（
後
払
い
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

追
納
の
保
険
料
は
、
免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
納
め
る
と
き
は
、承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
、

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。 

　

免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期
間
分
を
追
納
（
後
払
い
）
す
る
こ
と
で
、
老
齢

基
礎
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
３
）

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
２
２
）

免除・猶予制度の世帯構成別の所得のめやす

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
、
申
請
に
よ
り
免

除
や
猶
予
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料
が
未
納
で
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

※
学
生
は
対
象
外
で
す
。
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
よ
り

・
全
額
免
除

・
一
部
納
付

（
４
分
の
１
・
半
額
・
４
分
の
３
納
付
）

が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
者
（
申
請
者
本
人
の
ほ
か
、

配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
も
審
査
の

対
象
）

①
前
年
所
得
が
少
な
い
人
（
所
得
の

め
や
す
は
表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

②
平
成
22
年
度
以
降
に
失
業
・
倒
産

な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
人

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

世帯構成
保険料免除制度 若年者

（30 歳未満）
納付猶予制度全額免除 ４分の１納付 半額納付 ４分の３納付

４人世帯
夫婦・子２人 162 230 282 335 162

２人世帯
夫婦のみ 92 142 195 247 92

単身世帯 57 93 141 189 57

申
請
に
よ
り

免
除
や
猶
予
が
で
き
ま
す

保
険
料
免
除
制
度

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

保
険
料
の
追
納
（
後
払
い
）
を
利
用
く
だ
さ
い

（単位：万円）

国
民
年
金
の
保
険
料30歳

未満

●
支
給
金
額

　

１
人　

月
額
１
万
３
０
０
０
円

●
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

●
支
給
月

　

６
月
（
２
月
～
５
月
分
）

　

10
月
（
６
月
～
９
月
分
）

●
す
で
に
受
給
し
て
い
る
人
は
現
況

届
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

出
生
な
ど
に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も

が
で
き
た
（
増
え
た
）
人
や
、
市
外

か
ら
転
入
し
た
人
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。

※
10
月
以
降
は
、
制
度
が
決
定
し
だ

い
詳
細
を
知
ら
せ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

　

子
ど
も
手
当
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か

月
間
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額
１
万
３
０
０
０
円

が
引
き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
手
当
は
引
き
続
き
受
給
で
き
ま
す
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●
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構

「
被
災
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
１
２
０
・
７
０
７
・
１
１
８

期 

間 

： 

～ 

９
月
30
日
（
金
）

受
付
時
間 

： 

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

一
般
的
な
年
金
相
談
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
０
５
１
１
６
５

　

本
人
が
提
出
で
き
な
い
場
合
は

「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。 　

　

免
除
の
申
請
手
続
き
は
、
７
月
29

日
（
金
）
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
人
で
、
被
災
に
よ
り
今
後
の
保

険
料
納
付
が
困
難
な
人
は
、
口
座
振

替
の
停
止
手
続
き
の
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
年
金
事
務
所
に
相
談
く
だ

さ
い
。

※
保
険
料
の
免
除
や
追
納
の
詳
細

は
、http://w

w
w

.nenkin.go.jp/
m

ain/individual_01/index5.
htm

l

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書

と
被
災
状
況
届
（
国
民
年
金
保

険
料
免
除
申
請
用
）
は
、http://

w
w

w.nenkin.go.jp/new
/press_

release/h23_03/0314_05.pdf
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

❶
被
災
に
伴
い
、
住
宅
・
家
財
・
そ

の
他
の
財
産
に
、
お
お
む
ね
２
分
の

１
以
上
の
損
害
を
受
け
た
人
は
、
本

人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

❷
免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲
の
詳

細
や
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
申
請
方
法
》

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
と

被
災
状
況
届
（
国
民
年
金
保
険
料
免

除
申
請
用
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
ま
た

は
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
提
出
く
だ

さ
い
。

東
日
本
大
地
震
で
被
災
し
た

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

●
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
伴
い
、
避
難
指
示
・
屋
内
退
避
指

示
を
受
け
た
市
町
村
に
、
平
成
23
年

３
月
11
日
時
点
で
住
所
を
有
し
て
い

た
人
は
、本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
に
な

り
ま
す
。

《
申
請
方
法
》

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
住
所
地
の

市
区
町
村
役
場
ま
た
は
近
く
の
年
金

事
務
所
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
、
避
難
や
屋
内
退
避
の
指

示
を
受
け
た
地
域
に
住
所
が
あ
っ

た
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

被
災
者
の
国
民
年
金
保
険
料

７
月
29
日
ま
で
に
申
請
を

東
日
本
大
震
災

申
請
に
よ
り
免
除
で
き
ま
す

●
請
求
対
象

　

市
内
で
販
売
目
的
の
農
畜
産
物

を
生
産
し
、
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
に
よ
り
出
荷
停
止
や
風

評
被
害
を
受
け
た
人
（
農
協
や
酪

農
組
合
を
通
し
て
出
荷
販
売
を
し

て
い
る
以
外
の
人
）

❶
収
穫
せ
ず
に
、
ほ
場
で
廃
棄
処

分
し
た
も
の

❷
事
故
の
影
響
で
返
品
、
ま
た
は

販
売
金
額
が
減
少
し
た
も
の

❸
そ
の
他
の
被
害
（
従
業
員
の
休

業
補
償
、
放
射
線
検
査
、
資
材
購

入
な
ど
）

●
請
求
方
法

　

関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
農
政
課
に
提
出
願
い
ま
す
。

※
請
求
に
必
要
な
書
類
は
、

・
八
郷
総
合
支
所 

農
政
課

・
経
済
部 

石
岡
事
務
所

・
石
岡
中
央
青
果
（
株
）

・
石
岡
市
青
果
市
場
協
同
組
合

に
備
え
て
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

八
郷
総
合
支
所 

農
政
課　

　

☎
４
３
・
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
４
７
）

経
済
部 

石
岡
事
務
所

　

☎
２
３
・
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
８
５
）

　

http://w
w

w
.city.ishioka.

lg.jp/
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
り
発
生
し
た
農
畜
産

物
の
損
害
を
、
一
括
し
て
東
京
電
力
や
国
に
賠
償
請
求
す
る

た
め｢

石
岡
市
東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損
害
賠
償
対

策
協
議
会｣

を
設
置
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
に
よ
り
損
害
を

受
け
た
人
は
請
求
願
い
ま
す
。

出
荷
停
止
・
風
評
被
害
の

損
害
賠
償
請
求
を

農
畜
産
物
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●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
の
人

で
、
原
則
と
し
て
研
修
の
全
日
程
に

出
席
で
き
る
人
。

※
中
学
生
の
場
合
、
保
護
者
の
同
意

が
得
ら
れ
る
人
。

●
募
集
人
員　

40
名

（
中
学
生
・
一
般　

各
20
名
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

●
研
修
期
間　

10
日
間

●
研
修
場
所　
　

　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

　
（
大
砂
１
０
５
２
７   

―６
）

※
実
習
は
近
隣
の
施
設
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
交
通
手
段
は
、
各
自

で
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料

（
た
だ
し
、
教
科
書
代
と
し
て

３
１
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

●
申
込
方
法

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
電
話
、
ま
た
は

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る

場
合
は
、
学
校
を
通
し
て
の
応
募
と

な
り
ま
す
。

●
申
込
締
切

６
月
20
日
（
月
）

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の
就
労
を

目
的
と
し
た
研
修
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１　

 

※
こ
の
研
修
に
は
、
認
知
症
介
護
の

基
礎
知
識
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
講

座
修
了
者
に
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
認
知
症
の
人
を
支
援
す

る
」
意
思
を
示
す
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
」
が
渡
さ
れ
ま
す
。

講
義　

５
日
間
７
月
17
日
（
日
）
開
講
式
、

24
日
（
日
）、27
日
（
水
）、

28
日
（
木
）、
31
日
（
日
） 

演
習　

３
日
間
７
月
29
日
（
金
）、
８
月

３
日
（
水
）、
４
日
（
木
）

実
習　

１
日
間

８
月
９
日
（
火
）、

10
日
（
水
）、11
日
（
木
）、

12
日
（
金
）、16
日
（
火
）、

17
日
（
水
）、18
日
（
木
）、

19
日
（
金
）
の
う
ち
１
日

閉
講
式

１
日
間
８
月
21
日
（
日
）
閉
講
式

「
石
岡
市
地
域
介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
」

　

地
域
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
介
護
予
防
の
担
い
手
を
養
成

す
る
た
め
、
地
域
介
護
ヘ
ル
パ

ー
養
成
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

福
祉
活
動
に
興
味
や
関
心
の

あ
る
人
、
よ
り
良
い
家
族
介
護

技
術
を
取
得
し
た
い
と
考
え
て

い
る
人
の
応
募
を
待
っ
て
い
ま

す
。

気軽に外出を

受
講
生
募
集
！

　

●
問
い
合
わ
せ　
　

地
籍
調
査
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１　
（
内
線
４
８
７
）

平
成
23
年
度

国
府
Ⅰ
地
区
を
調
査

地
籍
調
査
事
業

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

今
年
度
は
、
国
府
Ⅰ
地
区
（
図
の
太
線
内
）
を
調
査
し
ま
す
。

　

国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
調
査
と
測
量
を
行
い
、
現
地
と
一
致
す
る

正
確
な
地
図
（
地
籍
図
）・
簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
ま
す
。

※
土
地
の
境
界
立
ち
会
い
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

地籍調査実施区域図（国府Ⅰ地区）
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あ
な
た
の
生
涯
学
習

学
び
の
支
援
者
「
市
民
講
師
」

★
絵
画
・
書
道
・
茶
道
・
華
道
・
写

真
・
彫
塑
・
音
楽

★
伝
統
芸
能
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
歌

舞
伎
講
座

★
生
涯
教
育
・
外
国
語
・
文
学
・
文

芸
・
郷
土
史

★
園
芸
・
工
芸
・
手
芸
・
ハ
ワ
イ
ア

ン
リ
ボ
ン
レ
イ

★
料
理
・
着
付
・
食
品
衛
生

★
ス
ポ
ー
ツ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
健

康
法
な
ど

①
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
学
習
内

容
、
学
習
場
所
を
決
め
ま
す
。

②
市
民
講
師
と
直
接
日
程
な
ど
を
交

渉
し
ま
す
。

③
講
座
の
実
施
。

　　

市
民
講
師
の
利
用
案
内
（
講
師
登

録
名
簿
）
は
生
涯
学
習
課
・
各
地
区

公
民
館
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
講
師
の
登
録
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
８
）

　

http://w
w

w.city.ishioka.lg.jp/

　
『
何
か
は
じ
め
て
み
よ
う
か
な
』と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ

た
と
き
、市
内
85
人
の
「
市
民
講
師
」
が
、

応
援
し
ま
す
。

◆
登
録
ジ
ャ
ン
ル

◆
市
民
講
師
の
活
用

●
申
し
込
み
窓
口

関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス
（
株
）

・
石
岡
営
業
所　

☎
２
２
・
３
３
８
４

・
柿
岡
営
業
所　

☎
４
３
・
１
１
６
１

石
岡
カ
フ
ェ　

 

☎
２
４
・
５
４
２
４

農
家
の
野
菜
直
売
所　

　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
６
０
７
６

●
郵
送
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

か
し
て
つ
バ
ス
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局

〒
３
１
５-

０
０
２
２

石
岡
市
行
里
川
５-

18

関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス
（
株
）
本
社
内

☎
３
５
・
３
３
０
３

　

http://w
w

w
.kantetsu.co.jp/

green-bus/

●
加
入
対
象　

か
し
て
つ
バ
ス
を
応

援
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
人

●
会
員
期
間　

入
会
日
か
ら
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で（
年
度
ご
と
に
更
新
）

●
年
会
費　

一
口 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
（
一
口
以
上
何
口
で
も
可
）

●
会
員
特
典　

会
員
証
発
行
、
１
日

フ
リ
ー
き
っ
ぷ
の
進
呈
（
一
口
・
１

枚
）、
定
期
券
10
％
割
引
き
な
ど

●
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

かしてつバス・サポーターズクラブ
サ ポ ー タ ー 募 集 中

　
「
か
し
て
つ
バ
ス
」
を
み
ん
な
で
守
り
、
さ
ら
な

る
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
主
な
活
動
と
し
た
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
賛
同
し
、
応
援
し
て
く
れ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

応
援
し
ま
す
！

干
し
ひ
じ
き
大
さ
じ
１
強
・
に
ん
じ

ん
60
ｇ
・
き
ゅ
う
り
１
本
・
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
70
ｇ
・
ハ
ム
１
と
½
枚

Ａ{

し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
２
と
½
・
砂

糖
小
さ
じ
１
・
み
り
ん
小
さ
じ
⅔
・

料
理
酒
小
さ
じ
１}

Ｂ{

穀
物
酢
・
サ
ラ
ダ
油
各
大
さ
じ

１
と
½}

①
ひ
じ
き
は
水
に
戻
し
て
お
く
。

②
き
ゅ
う
り
、
に
ん
じ
ん
、
ハ
ム
は

食
べ
や
す
い
大
き
さ
の
千
切
り
に

し
、コ
ー
ン
は
水
気
を
切
っ
て
お
く
。

③
戻
し
た
ひ
じ
き
を
鍋
に
入
れ
、
ひ

た
ひ
た
に
な
る
く
ら
い
の
水
と
Ａ
を

加
え
て
、弱
火
で
加
熱
し
水
を
飛
ば
す
。

④
③
を
冷
ま
し
、②
と
Ｂ
を
和
え
る
。

ひ
じ
き
に
は
、
日
本
人
に
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄

分
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
酢
と
一
緒

に
摂
る
こ
と
で
、
効
率
よ
く
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幸
せ
は
食
事
か
ら

ひ
じ
き
サ
ラ
ダ

材
料
（
６
人
分
）

つ
く
り
方

ポイント

エ
ネ
ル
ギ
ー
64
㌔
㌍

塩
分
０
・
６
ｇ

HP

HP
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地
域
安
全
運
動
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
50
人
が
参
加

▲ＪＲ石岡駅前で啓発チラシを配布する参加者

　

春
の
地
域
安
全
運
動
の
初
日
で
あ

る
４
月
21
日
、
石
岡
警
察
署
（
森
島

貞
一
署
長
）
と
石
岡
地
区
防
犯
協
会

は
、
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
前
で
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
市
長

や
警
察
署
員
、
石
岡
一
高
・
石
岡
二

高
・
石
岡
商
業
の
生
徒
約
20
人
や
、

防
犯
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約

50
人
が
参
加
。
通
勤
・
通
学
で
駅
を

利
用
す
る
人
に
、
地
域
の
安
全
や
暴

力
団
排
除
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
啓
発

チ
ラ
シ
な
ど
５
０
０
部
を
配
り
、
防

犯
意
識
の
向
上
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
石
岡

地
区
防
犯
協
会
長
で
あ

る
市
長
は
「
市
で
は
、

市
民
の
安
全
の
た
め
、

昨
年
10
月
に
Ｊ
Ｒ
石
岡

駅
前
周
辺
と
高
浜
駅
前

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
は
暴
力
団
排
除
条

例
の
制
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
犯

罪
や
事
故
の
な
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
の
で
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。　

柏
原
工
業
団
地
運
営
協

議
会
か
ら
時
計
が
寄
贈

　

柏
原
工
業
団
地
運
営
協
議
会
（
後

藤
守
孝
会
長
）
か
ら
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
み
な
み
保
育
所

に
屋
外
用
電
波
時
計
が
贈
ら
れ
、
４

月
13
日
に
市
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
の
産
業
祭
で
、
柏

原
工
業
団
地
運
営
協
議
会
が
行
っ
た

抽
選
会
の
収
益
金
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

電
波
時
計
は
、
み
な
み
保
育
所
の

園
庭
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
株
）常
陽
銀
行（
鬼
澤
邦
夫
頭
取
）

か
ら
、県
内
の
新
入
児
童
に
対
し
て
、

携
帯
用
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
「
新
入
児
童
の
安
全
と
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

平
成
17
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
、
今
年

で
７
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

市
に
も
、
４
月
１
日
に
石
岡
支
店

の
大
和
田
正
二
支
店
長
が
訪
れ
、
市

内
の
新
入
児
童
に
と
防
犯
ブ
ザ
ー
を

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
犬

型
の
も
の
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
も
付

い
て
い
ま
す
。こ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、

小
学
校
を
通
し
て
新
入
児
童
に
配
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
安
全

を
守
り
ま
す
。

▲寄贈された携帯用防犯ブザー

常
陽
銀
行
が
新
入
児
童

に
防
犯
ブ
ザ
ー
寄
贈

▲目録を手渡す柏原工業団地運営協議会の
後藤会長（中央）と大久保さん（左）

▶
園
庭
に
設
置
さ
れ
た
屋
外
用
電
波
時
計

交
通
安
全
県
民
運
動

模
範
推
進
者
に
感
謝
状

　

県
交
通
対
策
協
議
会
長（
県
知
事
）

か
ら
、
交
通
安
全
県
民
運
動
模
範
推

進
者
と
し
て
４
人
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
22
年
中
に
地
域
で

街
頭
立
哨
活
動
や
催
事
の
交
通
整

理
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

の
活
動
を
積
極
的
に
実
践
し
、
交
通

安
全
の
推
進
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

４
月
15
日
に
、
市
役
所
で
感
謝
状

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
市
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
長
谷
川 

正　

・
初
澤 

照
子

・
市
村 

茂
雄　

・
小
松
﨑 

や
い
子

▲左から長谷川さん、初澤さん、市村さん
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▲見舞金を手渡す広渡英治専務理事

三
村
に
城
南
駐
在
所
が

開
所

▲感謝状を贈られた歴史ボランティアの会の会員

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら

義
援
金
が

　

高
浜
駐
在
所
と
関
川
駐
在
所
を
統

合
し
た
石
岡
警
察
署
城
南
駐
在
所

が
、
県
道
石
岡
田
伏
土
浦
線
沿
い
の

三
村
に
新
設
さ
れ
、
４
月
28
日
か
ら

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
駐
在
所
の
新
設
は
、
県
警
察

施
設
再
編
整
備
計
画
に
基
づ
く
も
の

で
、
夜
間
体
制
や
初
動
体
制
の
強
化

と
駐
在
所
の
不
在
状
態
の
緩
和
を
図

る
た
め
に
誕
生
し
ま
し
た
。
建
物
面

積
は
１
３
２
・
７
７
㎡
、
敷
地
面
積

は
お
よ
そ
６
３
５
㎡
で
す
。
勤
務
員

は
２
人
で
、
石
川
・
井
関
・
北
根
本
・

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
で
は
、
東
日
本
大
震

▲関係者によるテープカット（城南駐在所にて）

市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
に
感
謝
状

　

４
月
20
日
、
石
岡
市
歴
史
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
（
武
井
純
子

会
長
）
に
、
市
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

高
浜
・
中
津
川
・
東
田
中
・
三
村
を

管
轄
し
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
平
成
３
年
に
市
教
育

委
員
会
主
催
の
歴
史
講
座
の
受
講
生

有
志
が
、
市
内
に
残
る
数
々
の
す
ば

ら
し
い
史
跡
や
旧
跡
を
広
く
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
立
ち
上
げ
た
会
で
、

現
在
27
人
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
設
立
以
来
20
年
に
わ
た
り
、
常

陸
風
土
記
の
丘
を
は
じ
め
と
す
る
市

内
の
史
跡
や
文
化
財
の
案
内
活
動
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続
け
、
市
の
魅
力

を
市
内
外
に
発
信
し
て
き
た
こ
と
に

対
し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
２
日
に
は
開
所
式
が
行

わ
れ
、
森
島
貞
一
署
長
や
市
長

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
に
よ

り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
２
人
の
警
察
官
が
、

こ
の
地
域
の
安
全
・
安
心
を
見

守
り
ま
す
。

災
で
の
被
害
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
、
被
災
地
と
な
っ
た
海
洋
セ
ン

タ
ー
所
在
地
の
市
町
村
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　

４
月
15
日
に
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の

広
渡
英
治
専
務
理
事
ほ
か
２
人
が
、

当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。　

　

市
長
と
面
会
し
た
広
渡
専
務
理
事

は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
被
害
状
況
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
見
舞

い
と
し
て
義
援
金
５
万
円
を
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

●
東
日
本
大
震
災
義
援
金
者
な
ど
●

災
害
へ
の
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
同
募
金
へ

・
普
門
寺

・
西
川
弥
、
井
坂
日
出
代
、
井
坂
隆
、

松
延
隆
夫
、
前
田
紘
志
、
飯
塚
美
恵

子
、
多
田
房
晃
、
片
岡
広
哉
、
片
岡

一
哉
、
廣
戸
ゆ
か
り
、
栃
本
け
い
子

・
有
明
中
学
校

・
柿
岡 

旭
町
町
内
会

・
東
日
京
三
電
線
組
長
会

・
ハ
ー
ト
ピ
ア
石
岡

・
府
中
中
学
校
１
９
６
６
年
卒
同
窓
会

・
南
台
あ
け
ぼ
の
ク
ラ
ブ

・
石
岡
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

・
石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ

・
自
立
整
体
愛
好
会

・
木
村
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

・
柿
岡
地
区 

愛
の
と
も
し
び
会

・
百
壽
会
柿
岡
第
一
ク
ラ
ブ

・
城
南
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

●
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
へ

・
葦
穂
地
区
八
郷
町
役
場
職
員
退
職

者
の
会

・
小
倉
区

・
エ
ア
ー
・
パ
ー
ク
・
ク
ー

・
斎
藤
病
院
一
同

・
村
上
子
ど
も
会
育
成
会

・
峯
安
信
、
高
橋
文
江
、
須
加
野
浩
子

・ASH
IO

 XC CH
ALLENGE　

　

　
　
　
　
　

  

２
０
１
１ 

選
手
一
同

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
募
金
箱

・
柏
原
運
営
協
議
会

・
東
の
辻
一
部
町
内
会

【
４
月
21
日
現
在
】　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）


